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新 しく開発された ピ リドンカルボ ン酸系経 口合成 抗菌剤T-3262を 尿路感染症22例 に投与 し,

有効性,安 全性及び有用性 の検討 を行 った。

1)急 性単純性膀胱炎6例 に,T-3262を1回75mg1日2回7日 間投与 し,主 治医 に よる判 定

は,全 例著効であ り有効率100%で あった。この うちUTI薬 効評価基準合致例は3例 であ ったが,

全例著効であ り総合有効率100%で あった。

2)複 雑性尿路感染症16例 に,T-3262を1回150mg1日3回5日 間投与 し,主 治医に よる

判定は,著 効12例,有 効2例,や や有効1例,無 効1例 で有効率87.5%で あ った。この うちUTI

薬効評価基準合致例は13例 で,著 効11例,有 効2例 で総合有効率 は100%で あった0

3)投 与前 に分離 された菌 はEscherichiacoli,Euterococcus faecalis各3株,Staphylococcus

epidermidis,Citrobacter freunsii各2株 を含む13菌 種19株 で,本 剤投与後すべて消失 した。

4)自 ・他覚的副作用は認 めなか ったが,臨 床検査値の異常 は白血球数 お よび好中球比 の軽度減

少が1例 と単球比の軽度増加が1例 にみ られた。
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T-3262は,富 山 化学 工 業(株)綜 合 研 究所 で 開 発 さ

れ た ピ リ ドン カルボ ソ酸系 の 新 経 口合成 抗 菌 剤 で,Fig

1の よ うな構 造式(分 子 量:594.56)で あ る。 本 剤 は グ

ラ ム陽性 菌 をは じめ,グ ラム陰 性 菌,嫌 気 性菌 に 対 し広

範 囲な抗 菌 スペ ク トラ ムを 有 し,特 にStaphylococcus

aureus,Streptococcus,Enterococcusな ど の グ ラ ム

陽性菌,ブ ドウ糖 非 発酵 グ ラ ム陰 性 桿 菌,Peptostrepto-

coccus,Bacteroides fragilisセ こ対 し て 従 来 の ピ リ ド

ンカルポ ン酸系 抗 菌剤 よ り強 い 抗菌 力 を示 し,ま た 種 々

の薬剤 耐性 菌 に対 して も優 れ た 抗 菌 力 を示 す1)。 今 回 わ

れわれ は本 剤 を尿 路 感 染症 に使 用 し,そ の臨 床 成 績 と安

全性 につ いて 検討 を 行 った ので 報 告 す る。

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

1.対 象 と 方 法

1986年11月 か ら1987年3月 まで当科 を受診 した22

例 の尿路感染症患者 を対象 として本剤 を投与 した0

22例 中6例 が急性単純性膀胱炎 と診断 され た。 性別

はすべて女性であ り,年 齢は22歳 ～56歳,平 均年 齢は

38.2歳 であ った。複雑性 尿路感染症 と診断 された16例

は,男 性12例,女 性4例 で年齢25歳 ～78歳 平均 年

齢 は60.3歳 であ っ た。 主 な基礎疾 患は,前 立腺肥大

症,腎 結石各4例,前 立腺癌,神 経因性膀胱各2例,尿

管結石,膀 胱頸部硬化症,尿 道狭窄,腎 移植術後各1例

であ った0

投与方 法は,急 性単純性膀胱炎 では,1回75mg1日

2回 食後投与で,投 与 日数は7日 間であった。複雑 性尿

路感染症では,1回150mg1日3回 食後投与 で,投 与

日数5日 間であ った0

効果判定は,症 状,尿 所見,尿 培養を参考に して,著

効,有 効,や や有効,無 効 の4段 階 で 主治医判定を行

い,同 時 にUTI薬 効評価基準2}合致症例 ではそ の判定

も併せ て行 った。

副作用 については,自 ・他覚的症状の観察お よび本剤
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Table 3. Overall clinical efficacy of T-3262 in acute uncomplicated cystitis

(Criteria by the UTI committee)

Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

(Criteria by the UTI committee)
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Table 5. Overall clinical efficacy of T-3262 in each group

(Criteria by the UTI committee)

Table 6. Bacteriological response to T-3262

* Persisted: Regardless of bacterial c
ount
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投与前後に血液一般検査,血 液生化学的検査 を行 った。

II.成 績

急性単純性膀胱炎6例 の成績をTable1に,複 雑 性尿

路感染症16例 の 成績 をTable2に 示 す。急 性単純性

膀胱炎6例 の 主治医判定は,全 例著効 であ り,有 効率

100%で あった。

UTI薬 効評価基準で判定 できた症例は3例 でTable3

に示す通 り,3例 すべ て排尿痛消失,膿 尿正常 化,細 菌

尿陰性化とな り,総 合有効率は100%で あ った。

複雑性尿路感染症16例 の主治医判定は,著 効12例,

有効2例,や や有効1例,無 効1例 で有効率87.5%で

あった。UTI薬 効評価基準 で 判定で きた 症 例は13例

で,Table4に 示す通 り,膿 尿正常化11例(84.6%),

不変2例(15.4%),細 菌尿は13例 すべて陰性化(100%)

し,著 効11例,有 効2例 で総合有効 率は100%で あっ

た。また,こ れ らのUTI病 態群別の内訳 はTable5に

示すように,1群1例,3群3例,4群6例,5群1例,

6群2例 でカテーテル留置例2例,複 数菌感染 例3例 で

あった。

全22例 中UTI薬 効評価基準に合致 した16例 の細

菌学的効果をTable6に 示す。投与前 より分離 された菌

とその消長についてみ ると,Escherichiacoli,Enteroco-

ccus faecalis各3株 ,Staphylococcus epidermidis,Cit-

robacterf「em4ii各2株 を含む13菌 種19株 は,本 剤

投与によりすべて消失 した。 また,投 与後 に新た に出現

した菌はなか った。

安全性については,本 剤投与に より自 ・他覚的副作用

の発現をみた症例はなか ったが,臨 床検査値 の異常が2

例にみられた(Table7)。1例(症 例No.6)は,白 血 球

数(7300→3100)お よび好中球比(67%→34%)の 軽度

減少で,そ の後 の検査が できず経過 は不 明であ り,本 剤

との因果関係は"多 分関係あ り"と さ れ た。 他の1例

(症例No.8)は,単 球比の 軽度増加(5%→16%)で あ

り,本 剤投与終了後 も高 く推移 し(3ヵ 月後10%) ,本

剤 との因果関係は"関 係あるか も しれない"と され た
。

III・ 考 察

新 しいピリドンカルボ ン酸系 の経 口合成抗菌剤 である

T-3262を 泌尿器科領域感染症に使用 し
,そ の臨床効果

と安全性について検討 した。

本剤は殺菌的 な作用を有 し,グ ラム陽性菌,グ ラム陰

性菌・ 嫌気性菌 に対 して 既に発売され ているnornoxa.

cin(NFLX),onoxacin(OFLX)と 比較 して も2～4

倍強い抗菌力を示すこ とが 特徴であるn。 経 口投与に よ

り,血 中濃度は用量依存的に上 昇 し,そ の濃度は持続的

で,脳 を除 いた各組織へ の移行 も良好 で,主 に尿中 に排

泄 され るこ とか ら尿路感染症患者 に対 して優れた治療効

果 を発揮す るものと期待 されて いる。

今 回我 々の臨床的検討で も,急 性単純性膀胱炎6例 に

対 して,1回75mg1日2回7日 間投与 で,主 治医判定

による有効率,UTI薬 効評価基準 に 合致 した 症例(3

例)の 総合有効率,共 に100%で あ った0ま た複雑 性尿

路感染症16例 に対 しては,1回150mg1日3回5日

間投与で,主 治医判定,著 効12例,有 効2例,や や有

効1例,無 効1例 で有効率87.5%r,UTI薬 効評 価基準

に合致 した症例(13例)で は著効11例,有 効2例 で総

合有効率100%と 優れた 治療効果 を 示 した0こ れ らの

UTI病 態群別 の 内訳 は,1群1例,3群3例,4群6

例,5群1例,6群2例 であ り,カ テーテル留置例2例,

複数菌感染例3例 であったが,全 例有効以上 と満足 のゆ

く結果であ った。

UTI薬 効評価基準 に合致 した症例(16例)の 細菌学

的効果についてみる と,投 与前 に13菌 種19株 が分離i

され,本 剤投与 に より全株消失,除 菌率100%と 優れた

細菌学的効果 を示 した。今回 の我 々の検討 で,特 に複雑

性尿路感染症 におけ る臨床効果が,全 国集計1)の75.1%

に比べて100%と 高 い有効 率を示 しているが,こ れは除

菌 率が比較的低 い とされて いる緑膿菌やセ ラチアの感染

例がな く,ま た高度耐性菌感染例が含 まれて いなか った

ことも理 由の1つ であろ うと思われた。 また投与前に分

離された19株 の本剤 に対す るMICは,0.0125～0.39

μ9/mlと 優れ てお り,T-3262150mgを 食後経 口投与 し

た際 に 得 られ る 尿 中濃度が27.3～82.1μ9/ml1)で あ る

こ とを 考 える と,充 分に 効果が 期待で きるものであ っ

た。

副作用 につ いては,自 ・他覚的な異常をみた症例はな

か った0ま た特に この系統 の薬剤の副作用 と して留意す

べ き中枢神経症状は認めなか った。本剤 投与前後に行 っ

た血液学的検査で2例 に異常がみ られた。1例 は 白血 球

数お よび好中球比の減少,1例 は単球比の増 加で,い ず

れ も軽度な変化であ った。

以上 よ りT-3262は,経 口の尿路感染症 治療 薬 として

今後有用 性が期 待できる薬剤 である と思われ た。

文 献

1) 第34回 日本化学療法学 会東 日本 支部総会, 新薬

シソポ ジウム。T-3262, 東京, 1987

2) 大 越正秋, ほか: UTI薬 効評 価基準 (第3版)。

Chemotherapy 34: 408～441 , 1986



1036 CHEMOTHERAPY DEC. 1988
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We performed a clinical evaluation in the field of urology on a new oral antimicrobial agent,
T-3262, which is a pyridone-carboxylic acid derivative, and obtained the following results.

1) T-3262 was administered orally at a daily dose of 150 mg for 7 days to 6 female patients
suffering from acute uncomplicated cystitis. Both efficacy rates, by the criteria of Japanese UTI
Committee and the judgement of the principal investigator, were 100%.

2) Sixteen patients with chronic complicated urinary tract infection were treated with a daily
dose of 450 mg for 5 days. The efficacy rate was 100% by the UTI Committee criteria and 87.5%
by the judgement of the principal investigator.

3) Bacteriologically, all of 19 strains isolated before T-3262 treatment were eradicated.
4) No serious side effects were observed. Laboratory abnormalities consisted of slightly decreased

WBC and neutrophils in one case and slightly increased monocytes in another.
These results indicate T-3262 may be effective in UTI, and safe even in chronic complicated

UTI.


